
  

・元気に活動する児童 

・喜んで取り組む児童 

・みんなと仲良く遊ぶ児童 

・自分のことは自分でする児童 

〈キャッチフレーズ〉 

笑顔いっぱい 

伸び伸びと 小学部通信 

宮城教育大学附属特別支援学校             令和６年８月３０日（金） NO．１３ 

 

夏休みが終わり、子供たちの元気な声が小学部に戻ってきました。８月２２、２３日には、季節の特徴

やそれにちなんだ活動を知り、関心をもって活動に取り組むことや遊ぶことをねらいに、「夏を楽しもう」

（遊びの指導（ふたば・わかば）／生活単元学習（あおば））に取り組みました。 

 ふたば学級では、フルーチェ作りを計画し、子供たちが実際に調理に取り組みました。友達がフルーチェ

かき混ぜる際に、ボウルを手で支えるなど、協力し合う場面が見られました。暑い日に食べる冷たいフルー

チェは格別で、「フルーチェおいしい！」と子供たちも大盛り上がりでした。わかば学級では、スイカ割り

とかき氷作りに取り組みました。スイカ割りでは、割れるまで何回も挑戦する児童の姿や友達が取り組む

際に「右！右！」と場所を伝える様子が見られました。あおば学級では、かき氷を味わう活動と野菜の観

察に取り組みました。野菜の観察では、一人１台タブレットＰＣを持って畑に出掛け、写真を撮って記録

しました。友達と野菜の茎の大きさを比較する様子を撮ったり、撮った写真を見せ合ったりするなどして、

野菜の成長を実感することができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ８月２６日より後期教育実習が始まりました。小学部には、９名の教育実習生が配属になり、来週行わ

れるお祭りに向けて、児童と一緒に山車ややぐら太鼓、おみこしの制作に取り組みます。 

                                  （文責：小林 汰生） 

夏を満喫しました！

ふ た ば 学 級 わ か ば 学 級 あ お ば 学 級 


